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下肢
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４つの部位から成る
殿部
大腿
下腿
足

体表解剖で各部位の名称を
実際に触りながら復習
腸骨稜
上前腸骨棘
・・・
内果・外果



大腿の骨格
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骨格の特徴も復習しておく
恥骨結節
閉鎖孔
大転子・小転子
脛骨粗面
膝蓋骨

（坐骨結節）



皮膚剥離
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上肢の時と同じように復元
できるようどこかでは接着
させたままにしておく

完全に除去はしない

足背の皮膚は薄いので注意



下肢の皮神経と表在静脈
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下肢後面の浅筋膜
下肢前面の浅筋膜

皮静脈の繋がりを確認
（血流の方向ではない）
伏在裂孔
大腿静脈
→大伏在静脈→内側後面
→内側前面→足背静脈弓
→小伏在静脈
深部へ
→膝窩静脈→大腿静脈



伏在裂孔（前区画で解剖）
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下肢の表在静脈
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下肢後面の浅筋膜
下肢前面の浅筋膜

皮静脈の繋がりを確認
（血流の方向ではない）
伏在裂孔
大腿静脈
→大伏在静脈→内側後面
→内側前面→足背静脈弓
→小伏在静脈
深部へ
→膝窩静脈→大腿静脈



腰仙骨神経叢 大腿神経
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筋枝
大腿伸筋
縫工筋
大腿四頭筋
など

前皮枝
大腿前面

伏在神経
下腿内側面



下肢の皮神経
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下肢後面の浅筋膜
白:殿皮神経（上中下）
こげ茶:後大腿皮神経
紫:腓腹神経

下肢前面の浅筋膜
茶:外側大腿皮神経
橙:閉鎖神経の皮枝
黄:大腿神経の前皮枝
黄:伏在神経(大腿神経の枝)
緑:足背趾神経(総/浅腓骨神経)



坐骨神経（脛骨神経、総腓骨神経）
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脛骨神経
大腿屈筋群
下腿屈筋群
足底筋

総腓骨神経
下腿伸筋群
腓骨筋
足背の筋

腓骨神経麻痺→下垂足やしびれ
体表近くを通るので損傷しやすい



大腿の断面と3つの区画
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前区画：股関節を屈曲させる。（大腿四頭筋、縫工筋）
後区画：股関節を伸展させる。（大腿二頭筋、半膜様筋、半腱様筋）
内側区画：股関節を内転させる。（内転筋群）



伏在裂孔（前区画で解剖）
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大腿三角
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鼡径靭帯
縫工筋
長内転筋で構成
(底面には腸腰筋と
恥骨筋)

鼡径靭帯の下を通る
①大腿神経
②大腿動脈
③大腿静脈
④リンパ管



大腿前区画の筋 大腿四頭筋
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起始・停止・前後関
係を確認しながら筋
肉を同定していく

筋束をむやみに割か
ない事

内転筋群に注意



大腿筋膜張筋と腸脛靭帯
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大腿筋膜張筋と大殿筋は
腸脛靭帯を介して膝関節
の伸展位を維持する



大腿の動脈
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内側・外側大腿回旋動脈
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上行枝

下行枝

内側は恥骨筋に
横枝を出して坐
骨との間から大
腿骨頚を後方に
回り込む

外側は大腿直筋
の後面に伸びて
下行枝は大腿四
頭筋を栄養する



大腿回旋動脈のバリエーション
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大腿神経
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前区画のほとんどの筋
は大腿神経の筋枝支配



腰仙骨神経叢 大腿神経
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筋枝
大腿伸筋
縫工筋
大腿四頭筋
など

前皮枝
大腿前面

伏在神経
下腿内側面



閉鎖神経（次回に重要）
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大腿神経
→伏在神経

閉鎖神経



殿部(臀部)
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雑に切ると後面にある中殿
筋や小殿筋を破壊して深層
の筋の解剖にも影響が出る
ので鈍的にきちんと分離し
て全体像を把握してから切
断すること

円の部分の殿筋腱膜は大殿
筋ではなく中殿筋の起始



大殿筋・中殿筋・小殿筋
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もし余力があれば
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胸腹部の復習

結合組織が厚い足底

皮膚が薄くて慎重さが必要な顔面・頚部



.
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怪我しないように注意しましょう
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